
あなたの手が未来を変える

看護部案内



久留米大学病院は、昭和３年（1928年）4月28日に創立しました。歴史ある伝統を重んじ、医療情勢の変

化に応じて、さらなる質の高い看護へと変革にも挑戦し、未来に向けて日々 邁進しています。



久留米大学病院ではPNS（パートナー

シップ・ナーシングシステム）を導入

しています。

  PNSとは2人の看護師が安全で質の高

い看護を共に提供することを目的に、

良きパートナーとして対等な立場で互

いの特性を活かし、相互に補完し協力

し合って、その成果と責任を共有する

看護体制です。患者さんの個 の々ニー

ズに適合したサービスを、迅速、確実

に提に提供し、日々 の看護業務を補完する

ことで、看護の質を維持・管理すること

ができます。



●新人看護師研修

●レベルⅠ

看護過程研修

看護研究研修（基礎編）

PNS研修（プリセプター研修）

●レベルⅡ

リーダーシップ研修

看護研究研修（実践編）

フィジカルアセスメント研修

●レベルⅢ

看護管理研修

●レベルⅣ

院内認定コース

看護管理者研修

●レベルⅤ

基本的な手順に従い、

必要に応じ助言を得て看護を実践する

標準的な看護計画に基づき、

自立して看護を実践する

患者に合う個別的な看護を実践する

幅広い視野で予期的判断

を持ち、看護を実践する

より複雑な状況において

患者にとって最適な手段

を選択し、QOLを高める

ための看護を実践する

　Azalea(ツツジ）の語源は「続き咲き木（ツヅキサキギ）」だと言われており、花が次々に咲くことに
由来しています。またツツジは約250種ほどの品種があり、その多様性が見る人の心を惹きつけます。

　久留米大学病院看護部のキャリア開発プログラムが目指すのは「多様性」「継続性」です。看護師一
人ひとりのキャリアアップを支えるため、クリニカルラダーをもとにレベル別研修を計画しています。
看護師一人ひとりがアザレアのような赤や白・ピンクに彩り豊かに花を咲かせてくれることを望んでい
ます。 



　1年目最後の研修では、新人看護師研修の終了

証をもらいます。1年を振り返り、2年目へ向かい

ます。

新人看護師研修修了式2月

救急看護・看護倫理・褥瘡予防

ストレスマネジメント・多重課題など

　夜勤も始まり、さまざまな処置や多重業務の対

応が増えてきます。状況に応じた的確な判断と看

護実践ができるよう、知識・技術をさらに深めま

す。

中期新人看護師研修9月

血糖測定・吸引・静脈注射・輸血・麻薬

輸液ポンプシリンジポンプ取り扱いなど

　就職後3ヶ月は、週1回の基礎看護技術の研修が

あります。クリニカルコーチ（新人教育担当者）

が中心となって企画、認定看護師等も参加して、

看護技術を習得します。また、ｅ-ラーニングも

研修前後の学習に活用しています。

初期看護技術研修5月 看護部の方針・電子カルテ操作・防災訓練

・医療安全・感染予防など

　入職時には、久留米大学病院の看護師として、

基本的な手順やルールを学びます。
入職時オリエンテーション4月

新人看護師研修では、認定看護師・専門看護師を活用した集合教育と・各部署のOJTを組み合わせて、

個々の成長に合わせたきめ細やかな教育を行います。







久留米大学医療センター

久留米大学病院


